
市 内 の 飲 食 店 を 応 援 し よ う！

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

議会映像配信の議会映像配信の
お知らせお知らせ

令和2年7月発行 No.60

新型コロナウイルス特集････････････････P2〜 3
令和２年第１回臨時会の審議結果は？････････ P4
令和２年第２回定例会の審議結果は？････ P5 〜 7
ここが聞きたい！一般質問 “10人が質問しました”
　　　　　　　　･･････････････････ P8〜13
議会の活動を報告します･･･････････････････P14
お知らせ･･･････････････････････････････P15

一般質問は
 コロナ対策に
　ついての質問が
　　集中したよ！

令和２年第３回定例会の予定
･････裏

表
紙 鉾田市マスコットキャラクター

市内の出前・持
ち帰り（テイク
アウト）の店舗
情報はこちら
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検　査　結　果

こんな症状があった時には、潮来保健所へ（0299-66-2114）

特
集　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

新型コロナウイルス感染症に係るこれまでの議会の取り組み

　　　新型コロナウイルス感染症対応フロー（令和２年７月１７日現在の対応策）

３月25日（水）「新型コロナウイルスに対する対応への決議書」を提出
　令和２年第１回定例会において、今後、市内において感染者が確認され、感染蔓延期に至った場合を想定し
た上で万全の体制確立を求める「新型コロナウイルスに対する対応への決議書」を全会一致で可決し、市長へ提
出しました。

５月13日（水）「新型コロナウイルス対策に関する追加要望書」を提出
　４月16日の安倍首相からの緊急事態宣言発出、茨城県が特別警戒都道府県
に指定されるなど状況が激変する中、外出自粛により地域経済活動は停滞し、
さらには児童生徒・学生の学力低下や心身に及ぼす悪影響が懸念される状況
を受け、鉾田市議会は市長に対し、各常任委員会が取りまとめた「新型コロナ
ウイルス対策に関する追加要望について」を提出しました。

６月19日（金）　「常任委員会活動費の減額に関する申し入れ書」を提出
　新型コロナウイルス感染症対策は、本市財政負担に多大な影響を及ぼすこ
とから、鉾田市議会は令和２年度予算の議会費のうち、委員会活動に係る予
算を減額し、新型コロナウイルス感染症対策の財源に充当していただくため、
市長へ「令和２年度一般会計予算における常任委員会活動費の減額に関する
申し入れ書」を提出しました。また、引き続きの新型コロナウイル
ス感染症の万全な対策を期されるよう求めました。

　　　茨城県庁内にも「帰国者・接触
者相談センター」があり相談できます。
　　☎029-301-3200　
　　受付：8時30分～ 22時00分
　　　　　（土日・祝祭日を含む）
　※令和２年７月１日から時間が変更になりました。
　　また今後、変更になることもあります。

県新型コロナウイルス感染症
（対策・相談窓口等）について

潮来保健所
（帰国者･接触者相談センター）

☎0299-66-2114
受付：平日9時00分～17時00分

一般病院等 契約病院

陰　性 〈陰　性〉　　陽　性　（入院勧告・就業規制）

PCR検査（鹿行地域PCR検査センター） PCR 検査

その後、体調不良
同居家族
濃厚接触者

健康観察（保健所）
無症状者

有症状者

宿泊療養又は自宅療養、
若しくは医療機関へ入院
医療機関へ入院

• 暑さを避けましょう。　•適宜マスクをはずしましょう。
•こまめに水分を補給しましょう。　•日頃から健康管理をしましょう。
•暑さに備えた体づくりをしましょう。

発熱 体調不良 味覚障害 咳

情報　

（写真左から、井川厚生文教常任委員長、 小沼総務企画常任委員長、
　　　　　　　　岩間議長、 岸田市長、亀山経済建設常任委員長）

（写真左から、二重作副議長、岩間議長、岸田市長） 追加要望書、申し入れ書の全文はこちらをご覧ください☞

check!

退院要件（有症状者の場合 ①または②のいずれか）
　①発症後10日以上経過し、かつ症状改善から72時間経過した場合
　②症状改善後24時間経過した後、24時間以上間隔をあけ、2回のPCR検査
　　で陰性が確認できた場合

退院後、体調不良
が続く場合
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特
集　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

新型コロナウイルス感染症関連支援情報

新型コロナウイルス感染症対策

こちらでは、市が実施する個人に係る支援情報を抜粋し記載しております。
事業者の皆さまに関する支援等事業については、広報ほこた臨時号「新型
コロナウイルス関連支援情報（令和２年６月12日発行）」をご覧ください。

■市税に対する徴収猶予制度
収納課　☎36-7494

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
令和２年２月以降の期間において、事業等に
係る収入が前年度同期に比べて概ね20%以
上減少し、納税が困難な方に対し納期限から
１年間、地方税の徴収猶予を受けられます。
担保提供は不要で、猶予期間中は延滞金がか
かりません。令和３年１月31日までに納期
限が到来する地方税が対象です。

■国民年金保険料の減免等
保険年金課（国民年金係） 　☎36-7646

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
収入源となる業務喪失や売上減少等により、
国民年金保険料の納付が困難となった方を対
象に保険料納付を免除・納付猶予します。

■国民健康保険税の減免
保険年金課（国保賦課係）　☎36-7642

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の収入減少が見込まれる

（又は死亡、重篤な傷病を負った）世帯の方な
どを対象に国民健康保険税を一部減額（又は
全額免除）します。

■後期高齢者医療保険料の減免
保険年金課（国保給付係）　☎36-7642

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
後期高齢者医療制度の被保険者が属する世帯
の主たる生計維持者が収入減少が見込まれる

（又は死亡、重篤な傷病を負った）場合、保険
料を減免します。

■傷病手当金の支給
保険年金課（国保給付係） 　☎36-7642

　国民健康保険及び後期高齢者医療制度に加
入する被用者の内、新型コロナウイルス感染
症に感染した方、又は発熱等の症状があり感
染が疑われる方を対象に一定の条件のもと、
傷病手当金を支給します。

■水道料金･下水道使用料の徴収猶予
水道課　　☎32-4333
下水道課　☎32-8381

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
収入が減少し生活が困窮している方や事業活
動が厳しい事業者の方々などを対象に上下水
道料金等の徴収猶予（支払期限の延長）を行い
ます。

■介護保険料の減免
介護保険課　☎36-7761

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の収入減少が見込まれる

（又は死亡、重篤な傷病を負った）第１号被保
険者（65歳以上）の保険料を一部（又は全部）
免除します。

■住宅確保給付金（家賃）
社会福祉課保護Ｇ　☎36-7929

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏
まえ、休業等による収入減少に伴い、住居を
失うおそれが生じている方に対し、世帯収入
が基準額に満たない場合、一定期間家賃相当
額を支給します。

※ 記載内容は概要となります。
対象者や手続き方法・手続き期
限等の詳細については、各相談
窓口にお問い合わせください。

特
集

問 問

問

問

問

問

問

問

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント



各議員の賛否が分かれた議案等

全会⼀致で可決した議案等

44

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

５
月
15
日
〔
金
〕
本
会
議

	

・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	
・
会
期
の
決
定

	
・
諸
般
の
報
告

	
・
市
長
提
出
議
案
説
明
・

	

　
質
疑
・
討
論
・
採
決

	

　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号
）

	

・
閉
会

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　
彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　
勝

根
嵜
　
眞

水
上 

美
智
子

入
江
　
晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　
德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　
衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
１
回
臨
時
会

第3号

専決処分の承認
について（鉾田
市国民健康保険
税条例の一部を
改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ● 山口 高野 可決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議⻑　　退：退席　　⽋：⽋席　　除：除斥

会
議
名

議　　　案　　　等

第
１
回
臨
時
会

第 1 号 専決処分の承認について（鉾田市税条例等の一部を改正する条例）

第 2 号 専決処分の承認について（鉾田市介護保険条例の一部を改正する条例）

第 4 号 専決処分の承認について（令和 2 年度鉾田市一般会計補正予算（第 1 号））

第 5 号 鉾田市税条例の一部改正について

第 6 号 令和 2 年度鉾田市一般会計補正予算（第 2 号）

主な日程
　

令
和
２
年
第
1
回
臨
時
会
は
、
５
月
15
日
の

１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
市
長
か
ら
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
４
件
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
対
策
と
し
て
市
税
の
徴
収
猶
予
・
軽
減
措

置
を
設
け
る
鉾
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
及
び
特
別
定
額
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
給
付
金
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
約

49
億
３
千
９
百
万
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出
の
全
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

概　　要

専決処分とは・・・
緊急時で議会を招集する時間がない場合
などに、議会が議決すべき事項を、市長
が代わって意思決定を行うこと。
ただし、次の議会で報告をし、承認を求
める必要があります。
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６
月
４
日
〔
木
〕
本
会
議 

	

・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	
・
会
期
の
決
定

	
・
諸
般
の
報
告

	

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

	

　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
）

６
月
９
日
〔
火
〕
本
会
議

	

・
一
般
質
問

６
月
10
日
〔
水
〕
本
会
議

	

・
一
般
質
問

	

・
市
長
提
出
議
案
説
明

	

　
（
議
案
第
８
号
）　　
　
　

６
月
16
日
〔
火
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

	

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

６
月
19
日
〔
金
〕
本
会
議

	

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
８
号

	

　
質
疑
・
討
論
・
採
決

	

・
陳
情
第
02
―
１
号
委
員
長

	

　
報
告
・
討
論
・
採
決

	

・
閉
会

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

主な日程

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
19
日
ま

で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
傷
病
手
当
金
給
付

に
関
す
る
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
の
条
例
の
一
部
改
正
や
債
務

負
担
行
為
に
よ
る
鉾
田
北
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委

託
の
追
加
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
な
ど
、
計
８
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

☞
（
Ｐ
６
）

　

一
般
質
問
は
、
10
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
農
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
び
の
保
障
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
か
、
昨

年
秋
の
台
風
被
害
補
助
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
な
ど
の
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

☞
（
Ｐ
８
～
Ｐ
13
）

　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

す
る
市
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
」
な
ど
２
件
、
経
済
建
設
常

任
委
員
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
に
つ
い
て
」、
厚

生
文
教
常
任
委
員
会
は
「
学
校
再
開
に
伴
う
児
童
・
生
徒
の
学

習
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は

陳
情
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

☞
（
Ｐ
14
）

　

以
上
、
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
全
議
案
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

☞
（
Ｐ
６
）

　
概　　要

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　
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令
和
２
年
第
２
回
定
例
会　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果　

／　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

会
議
名

議　　　案　　　等

第
２
回
定
例
会

第 1 号 専決処分の承認について ( 令和２年度鉾田市一般会計補正予算 ( 第３号 ))

第 2 号 鉾田市印鑑条例の一部改正について

第 3 号 鉾田市国民健康保険条例の一部改正について

第 4 号 鉾田市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

第 5 号 令和２年度鉾田市一般会計補正予算 ( 第４号 )

第 6 号 令和２年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第１号）

第 7 号 専決処分の承認について ( 鉾田市長等の給与の特例に関する条例）

第 8 号 鉾田市介護保険条例の一部改正について
陳情

第02-1号 ミニドックに尿酸検査を追加希望の陳情書

①３密（密集・密接・密閉）の回避
　・議員席、執行部席、傍聴席は間隔を空け社会的
　　距離の確保
　　（間隔確保のため執行部、傍聴者は入室（入場）
　　  制限を行いました）
　・換気のため扉は常時開放
　・時間短縮のため一般質問は60分☞40分に変更

②飛沫感染防止対策
　・議場内は傍聴席を含めマスク着用
　・演壇にアクリル板で仕切りを設置

③ウイルス除菌対策
　・議場内は傍聴席を含め机、椅子等
　　を消毒液で拭き取り
　・出入口に消毒液を設置

議案第５号　令和２年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）可 決 国の補助がなくなる鉾田北小学校スクールバス更新に質疑が集中

現在の鉾田北小学校スクールバス運行業務委託が来年度更新となる。令和２年度から
令和７年度で約４億2千８百万円の債務負担行為補正を行うもの

主な質疑
当初予算で提案できたのではないか？

運行ルートの変更はあるのか？

以前よりデマンドバス(デマンド型乗合
タクシー）としても利活用すべきと提
案してきたが、どうか？

保護者負担はどうなるのか？

新１年生等を加味して人数を把握してから行
いたかったため、今回の補正となった。
現行ルートのままで変更はない。
（青柳・巴小学区３ルート、大和田・舟木小学区４ルー
ト、徳宿小学区４ルート）
鉾田市公共交通会議でデマンドバス拡大運行
の方向性は承知していたが、次年度より中型
バス９台、小型バス２台に変更になることか
ら、今回は想定していなかった。
無償のまま。保護者負担はなし。

答

答

答

答

問

問

問

問
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注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

①３密（密集・密接・密閉）の回避
　・議員席、執行部席、傍聴席は間隔を空け社会的
　　距離の確保
　　（間隔確保のため執行部、傍聴者は入室（入場）
　　  制限を行いました）
　・換気のため扉は常時開放
　・時間短縮のため一般質問は60分☞40分に変更

議案第３号　鉾田市国民健康保険条例の一部改正について
議案第４号   鉾田市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

【対象者】以下の３つの要件を全て満たす者
　①給与支払いを受けている（被用者）鉾田市にお住まいで国民健康保険または後期高齢者医療制

度に加入していること
　②新型コロナウイルス感染症に感染又は発熱等の症状があり感染の疑いにより、療養のため働くこと

ができない者であること
　③働くことができなかった日が３日以上継続し、その期間が令和２年１月１日以降であること

【支給額】
　直近の継続した３か月間の給与収入の合計額÷就労日数×2 ／3×日数 （３日を経過した日から対象）
　※１日当たりの支給額には上限があります。また、給与の一部を受けている場合は差額を支給します。

【支給期間】
　療養のため働くことができない期間。ただし、入院が継続する場合等は最長１年６か月まで

可 決 新型コロナウイルスの特例措置で国保･後期も傷病手当金対象へ

国民健康保険・後期高齢者医療において新型コロナウイルス感染症に感染した被用者の被
保険者等に係る傷病手当金の給付に関する規定を設ける等、所要の改正等を行うもの

主な質疑
個人事業主やフリーランスの方を
対象にする予定は？

国の基準に基づいて行う。市独自の給付は
今後研究課題としたい。

そもそも傷病手当金って？
　仕事以外での疾病または負傷により働けない場合に、療養中の
生活を保障するために設けられた制度。療養のため事業主から十
分な報酬が受けられない場合に支給されるもの。

答問

check!

鉾田市 HP 茨城県後期高齢者
医療広域連合 HP

広報ほこた７月号
（P.4 に掲載あり）

新しい生活様式
を意識した

議会づくり
を心掛けました

詳細は市保険年金課へ
お問い合わせください。
ホームページ等はこちら☞



議員が市政全般の現状や方
針などを問うものです。
ここでは、一般質問を要約
して掲載します !!？？？一般質問とは？一般質問とは？
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こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

亀山　　彰

1 新型コロナウイルス感染症に
係る初期対応について

2 新型コロナウイルス感染症に
係る経済支援策について

3 昨年秋の台風被害農業補助事
業について

羽成　洋一

1 百里基地の騒音問題について

2 理容 ･ 美容業や運転代行事業
者等への支援について

3
農業者に対するコロナウイル
ス対策支援として、就労者減
少対策について

井川　倫士

1
コロナ禍の中での市施策の事
業継続方針と相談体制につい
て

2
緊急事態時の施策のための仮
説創りと対策メニュー作りに
ついて

土子　勝也

1 新型コロナウイルス農業支援
について

2 台風 15･19･21 号の豪雨被害
の被害について

3 新型コロナウイルス感染症対
策について

高野　　衛
1 新型コロナウイルス感染症

対策について
2 鉾田保健所の復活について
3 暴風雨冠水対策について

水上美智子

1
新型コロナウイルス感染症に
おける学校教育の環境の充実
について

2 子供の見守り強化アクション
プランについて

3 空き家対策について

議 員 名 質　問　事　項

小沼　　勝

1 新型コロナウイルス対策に
ついて

2 農業用プラスチック事業の
進め方について

3

昨年の台風及び豪雨災害に
よる被災者に対する補助事
業の進捗状況と４月１３日
強風による被害状況と対応
について

米川　宗司
1 複合災害対応について

2 新型コロナウイルス支援事業
について

入江　　晃

1
新型コロナウイルスの影響で
収入が半減した中小企業、個
人事業者について

2 避難所の感染拡大防止対策に
ついて

3 緊急事態全面解除を受け新し
い生活様式について

４ 特別定額給付金について

髙埜　栄治

1
公共施設等個別施設計画（道
路版：舗装維持修繕計画）の
内容ならびに市民参画型道路
行政の推進について

2
新型コロナウイルス禍を経験
しての本市における児童生徒
の学習の保障及び学力の確保
について

3 妊産婦と乳幼児ならびに高齢
者の心身のケア対策について

検　索鉾田市役所ホームページ

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
   「http://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は9月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むこと
で、一般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!　一般質問ここが聞きたい!!　一般質問

||お
知らせ|お知らせ|

P9

P12

P12

P13

P13

P9

P10

P10

P11

P11
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彰 

議
員　

／　

羽
成 

洋
一 

議
員

り
で
あ
る
。

　

市
で
農
業
へ
の
就
労
に
係
る

相
談
・
あ
っ
せ
ん
窓
口
な
ど
の
設

置
の
検
討
は
で
き
な
い
も
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
就

労
に
係
る
相
談
は
職

業
相
談
室
を
起
点
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

内
閣
府
で
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付

金
の
様
々
な
活
用
事
例
を
紹

介
し
て
い
る
。
農
業
分
野
を
含

め
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
大

胆
な
施
策
を
展
開
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

き
、
入
国
し
て
の
就
労
が
で

き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
１
年
の

間
に
期
間
を
満
了
し
た
実
習

生
は
帰
国
し
て
し
ま
い
、
市

内
に
実
習
生
は
い
な
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
農
業

事
業
者
に
と
っ
て
雇
用
人
員

の
減
少
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

市
と
し
て
雇
用
人
員
確
保
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

見
解
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
実

習
生
の
在
留
期
間
の
更

新
を
特
別
に
許
可
す
る
法
務

省
の
緊
急
的
制
度
を
活
用
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
係

る
補
正
予
算
が
専
決
で
行
わ

れ
た
。

　

Ｖ
字
回
復
フ
ェ
ー
ズ
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
を
含
め
た
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
策
、
及
び
鉾
田
市
の

独
自
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
国

の
持
続
化
給
付
金
や

県
の
休
業
要
請
協
力
金
な
ど

の
売
上
・
収
入
減
に
対
す
る

直
接
給
付
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
の
各
種
無
利
子
資
金
や

県
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資
金
な

本
市
に
居
住
又
は
就
労

す
る
外
国
人
技
能
実
習

生
の
令
和
２
年
３
月
末
現
在
の

人
数
と
、
７
月
１
日
以
降
１
年

間
の
期
間
満
了
に
よ
る
帰
国
予

定
者
の
人
数
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
実

習
生
の
人
数
は
２
３

６
６
人
で
、
期
間
満
了
に
よ

る
帰
国
予
定
者
は
２
３
０
７

人
で
す
。

一
部
の
国
で
は
入

国
規
制
が
解
か
れ

始
め
、
順
次
入
国
し
就
労
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の

国
で
は
未
だ
入
国
規
制
が
続

答答

答

答

問再
質
問

問

新型コロナウイルス
感染症に係る経済対策

外国人技能実習生
の減少対策は

ど
の
金
融
支
援
、
休
業
手
当

相
当
分
を
全
額
給
付
す
る
雇

用
調
整
助
成
金
な
ど
の
人
件

費
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　

市
の
独
自
施
策
と
し
て
は
、

県
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資
金
及

び
自
治
金
融
の
保
証
料
と
利

子
の
補
給
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
申

請
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

社
会
保
険
労
務
士
へ
の
委
託

費
用
の
補
助
、
が
ん
ば
る
商

店
支
援
事
業
の
拡
充
、
家
賃

支
援
事
業
、
出
前
や
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
推
進
事
業
な
ど
の

需
要
喚
起
策
を
実
施
す
る
。

ま
た
Ｖ
字
回
復
フ
ェ
ー
ズ
に

つ
い
て
は
、
準
備
は
し
て
い

る
が
、
第
２
波
へ
の
警
戒
感

が
漂
っ
て
い
る
の
で
、
実
施

時
期
な
ど
を
慎
重
に
見
極
め

て
い
き
た
い
。

持
続
化
給
付
金
の

対
象
外
と
な
る
事

業
者
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思

う
。
そ
の
よ
う
な
事
業
者
の
た

め
、
が
ん
ば
る
商
店
支
援
事

業
予
算
が
多
く
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
者

が
対
象
と
な
る
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
売

上
げ
減
少
に
か
か
わ

引
き
続
き
実
習
に
励
む
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
農
林

水
産
省
で
は
実
習
生
が
入
国

で
き
な
い
事
案
を
念
頭
に
、
代

替
人
材
を
雇
用
す
る
際
に
必

要
と
な
る
差
額
経
費
の
支
援

や
代
替
人
材
の
募
集
経
費
な

ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
事
業
を

市
内
農
家
の
方
々
へ
向
け
て
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

人
手
不
足
は
こ
の

農
業
大
国
鉾
田
で

も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
国
の
制
度
を
活
用
し
て

欲
し
い
と
の
答
弁
に
は
が
っ
か

ら
ず
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

販
路
開
拓
な
ど
の
前
向
き
な

取
り
組
み
を
実
施
す
る
事
業

者
に
対
し
、
幅
広
く
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
か

な
り
の
経
費
を
か

け
て
い
る
事
業
者
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
支
援
事
業
を

早
め
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

再
質
問

答

提
言

提
言

再
質
問
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コ
ロ
ナ
対
策
に
は
、
人
材

や
予
算
確
保
が
必
要
と

な
る
。
既
存
事
業
の
延
期
又
は
取

り
や
め
た
事
業
名
、
並
び
に
事
業

選
別
の
意
思
決
定
方
針
を
伺
う
。

　
ま
た
、
捻
出
さ
れ
た
人
材
や
予

算
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
人
的

配
置
や
予
算
組
替
え
状
況
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
４
月

に
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る
業

務
方
針
を
定
め
、
市
民
生
活
に

直
接
影
響
の
出
な
い
政
策
的
事
業

は
、
概
ね
９
月
ま
で
行
わ
な
い
な

ど
一
定
の
方
針
を
示
し
た
。

　

現
在
、
中
止
と
し
た
の
は
、
大

竹
海
岸
海
水
浴
場
の
運
営
、
敬
老

農
業
従
事
者
へ
の
持

続
化
給
付
金
に
つ
い

て
、
鉾
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
併
せ
て
、

申
請
書
を
市
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
本

制
度
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
い
周
知
に
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
本
制

度
は
国
に
直
接
申
請
す
る
制

度
で
、
電
子
申
請
又
は
県
内

７
か
所
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
会

場
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
申
請
す
る
こ
と
と
な
る
の

答

答

答

答

答

問

提
言

提
言

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問

一
般
質
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井
川 

倫
士 

議
員　

／　

土
子 

勝
也 

議
員

コロナ禍における
市施策の事業継続
方針と相談体制

コロナ禍における
農業支援

会
式
典
、
都
市
緑
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
予
算
流
用
や
基
金
、

国
交
付
金
で
対
応
し
て
お
り
、
予

算
組
替
え
は
行
っ
て
い
な
い
。

【
総
務
部
長
】
人
的
配
置

は
、
正
式
な
人
事
異
動

で
は
な
く
、
部
内
又
は
必
要
に
応

じ
部
外
流
動
で
対
応
に
あ
た
っ
て

い
る
。

第
２
波
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
職
員
の
マ
ン

パ
ワ
ー
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
国
の
第
二
次
補
正
に
よ
り

相
当
の
予
算
が
確
保
で
き
る
が
、

で
、
農
業
従
事
者
に
は
そ
ち

ら
を
案
内
し
て
い
き
た
い
。

県
内
の
サ
ポ
ー
ト

会
場
の
情
報
も
知

ら
な
い
人
は
多
い
と
思
う
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
ば
か
り
で
は
な
く
回
覧
に

よ
る
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

外
出
自
粛
要
請
な

ど
に
よ
り
農
産
物

の
販
売
が
低
迷
し
、
農
業
者

の
年
収
減
少
が
予
想
さ
れ
る

中
、
市
独
自
の
支
援
策
は
あ

る
の
か
。【環

境
経
済
部
長
】
給

付
事
業
は
な
い
が
、

事
業
を
推
進
す
る
人
手
が
不
足
す

る
と
事
業
実
施
が
難
し
い
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
捻
出
の
た
め
に
も
、

市
民
生
活
に
影
響
の
な
い
事
業
を

年
度
内
は
取
り
や
め
る
べ
き
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】
取
り
組
み
が
遅

い
と
さ
れ
た
国
の
第
一
次

補
正
対
応
時
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ

う
早
め
の
対
応
と
案
件
に
応
じ
た

判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

市
民
か
ら
の
相
談
体

制
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

【
政
策
企
画
部
長
】
コ
ロ

ナ
対
策
専
用
の
相
談
窓
口

販
路
開
拓
や
設
備
導
入
な
ど

の
支
援
と
し
て
、
が
ん
ば
る

商
店
支
援
事
業
の
拡
充
（
が

ん
ば
る
事
業
者
支
援
事
業
）

を
用
意
し
て
い
る
。

持
続
化
給
付
金
に

は
該
当
し
な
い

が
、
単
価
が
下
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い
る

農
業
者
は
多
い
。
そ
の
よ
う

な
農
業
者
に
対
し
、
市
独
自

で
の
給
付
金
事
業
は
行
え
な

い
も
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
単

価
が
急
落
し
て
い
る

の
は
重
々
認
識
し
て
い
る
。

は
設
置
せ
ず
、
直
接
担
当
課
で
対

応
し
て
い
る
。通

常
業
務
を
行
い

な
が
ら
の
コ
ロ
ナ
対

策
実
施
は
大
変
な
の
で
、
各
課

情
報
に
詳
し
い
元
職
員
の
会
計

年
度
任
用
職
員
も
含
め
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。
第
２・３
波
が
来
な
い

よ
う
な
際
は
、
業
務
改
善
の
ツ
ー

ル
作
り
や
文
書
・
デ
ー
タ
整
理

な
ど
緊
急
性
は
な
い
が
重
要
な

業
務
に
従
事
さ
せ
、
何
か
起
き

た
と
き
に
は
遊
軍
的
に
手
伝
い

を
行
う
よ
う
な
チ
ー
ム
を
検
討

さ
れ
た
い
。

野
菜
価
格
安
定
制
度
に
加
入

し
て
い
る
農
業
者
と
の
公
平

を
期
す
た
め
に
も
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

外
食
産
業
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
、
農
産
物
そ
の
も

の
の
需
要
を
回
復
又
は
拡
大

さ
せ
る
取
り
組
み
に
努
め
て

い
き
た
い
。

答答



高野　衛水上 美智子

1111

を
検
討
し
て
い
る
と
言
っ
た

が
、
避
難
所
と
し
て
利
用
し

た
場
合
の
感
染
症
対
策
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

し
っ
か
り
と
整
理
、
考
え
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
壁
を
開
け

て
強
制
的
に
外
気
を
取
り
入

れ
る
な
ど
大
規
模
な
工
事
が

伴
う
た
め
、
今
回
の
空
気
清

浄
機
設
置
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
い
る
。
体
育
館
、
武
道
館

に
つ
い
て
は
空
気
清
浄
機
に

限
ら
ず
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

水
道
の
自
動
水
栓
な
ど
検
討

を
し
て
い
る
。

大
規
模
な
改
修
は

し
な
い
と
い
う
理

解
で
よ
ろ
し
い
か
。
市
内
４

つ
の
中
学
校
が
指
定
避
難
所

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
地
域
の
保
健
所
の
役
割
は

大
き
く
、
対
応
に
当
た
る
保

健
師
等
の
負
担
は
重
く
、
疲

弊
し
、
現
場
で
は
人
手
が
足

り
な
い
状
況
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
よ
り
鉾
田
保
健

所
は
潮
来
保
健
所
に
統
合
さ

れ
鉾
田
支
所
と
な
り
大
幅
な

機
能
縮
小
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
健
所
の
機
能
強
化
は
不
可

欠
と
考
え
る
。
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
、
鉾
田

保
健
所
の
復
活
を
県
に
強
く

公
共
施
設
感
染
症
予

防
対
策
事
業
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
空
気
清
浄
機
を
購
入
し
活

用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
安

全
で
安
心
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
体
育
館
、
武
道
場
の
施

設
整
備（
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
）を
し
た
と
い
う
こ
と

で
よ
ろ
し
い
か
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金

事
業
は
、
公
立
社
会
体
育
施

設
へ
換
気
扇
、
フ
ァ
ン
、
空

気
清
浄
機
整
備
を
行
う
も
の

で
、
補
助
率
は
３
分
の
１
。

答

答

答

答 問

再
質
問

問

一
般
質
問　

高
野 

衛 

議
員　

／　

水
上 

美
智
子 

議
員

第 2 波に備えて
鉾田保健所の復活を

体育館の施設
整備は

要
望
し
て
は
ど
う
か
、
考
え

を
伺
う
。【福

祉
保
健
部
長
】
保

健
所
の
役
割
は
大
き

く
、
感
染
拡
大
防
止
に
は
機

能
強
化
は
重
要
で
あ
る
。　
　

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対

処
方
針
に
お
い
て
も
、
第
２

波
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
医

療
提
供
体
制
の
維
持
や
検
査

体
制
の
強
化
と
と
も
に
保
健

所
の
体
制
強
化
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
県

に
対
し
、
職
員
の
充
実
な
ど

潮
来
保
健
所
の
機
能
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

鉾
田
保
健
所
の
復

活
を
県
に
要
望
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
趣
旨
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
鉾

田
保
健
所
が
復
活
で

き
れ
ば
一
番
そ
れ
は
望
ま
し

い
か
と
は
思
う
。
し
か
し
、

今
大
事
な
こ
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

し
て
適
切
な
対
応
が
取
れ
る

体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
こ

と
が
一
番
重
要
と
考
え
る
た

に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
状
況

の
中
で
人
が
集
ま
っ
た
と
き

に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防

ぐ
一
つ
の
手
だ
て
が
換
気
だ

と
考
え
る
。
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
を
し
っ
か
り
と

活
用
し
て
い
く
よ
う
担
当
部

署
と
し
て
協
議
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】
県
の
担

当
課
か
ら
、
条
件
を

満
た
し
要
望
を
し
て
も
、
採

択
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。　
　
　

　

体
育
館
は
先
ほ
ど
空
気
清

浄
機
以
外
に
も
施
設
の
整
備

め
、
機
能
強
化
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。潮

来
保
健
所
で
６

月
４
日
ま
で
に
コ

ロ
ナ
の
相
談
は
４
４
０
０
件
、

一
日
だ
け
で
２
０
８
件
の
と

き
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

鉾
田
保
健
所
が
そ
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
殺
到

す
る
よ
う
な
こ
と
も
少
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】
鉾
田
保
健
所

と
言
わ
ず
適
切
に
相

談
に
対
応
の
で
き
る
人
員
配

置
は
要
望
を
し
て
い
く
。

再
質
問

再
質
問

答



小沼　勝米川 宗司
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一
般
質
問　

小
沼 

勝 

議
員　

／　

米
川 

宗
司 

議
員

農業用プラスチッ
ク事業の進め方

消防団応援店の
制度設計や指針は

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル

回
収
に
要
す
る
排
出

農
家
の
負
担
金
値
上
げ
と
今

後
の
見
通
し
を
伺
う
。
ま
た

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
状
況
と
緑
マ
ル
チ

の
取
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
外

国
政
府
に
よ
る
使
用

済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
輸

入
禁
止
措
置
以
降
、
国
内
処

理
量
が
増
大
し
、
全
国
的
に

処
理
が
滞
り
、
処
理
料
金
は

値
上
げ
傾
向
で
あ
る
。

　

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
は
毎
週
月
曜
日
に
塩
ビ

地
域
防
災
強
化
事
業

の
消
防
団
応
援
の
店

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
制

度
、
そ
し
て
指
針
と
い
う
も

の
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
伺

う
。

【
総
務
部
長
】
飲
食

店
関
係
に
登
録
を
促

す
た
め
消
防
団
応
援
の
店
の

登
録
要
綱
等
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
消
防
団
分
団

に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
店
を

利
用
し
て
い
る
の
か
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

　

そ
の
調
査
を
も
と
に
、
利

答

答

答

答 問

再
質
問

問

の
み
と
い
う
の
は
変
わ
ら
ず
、

今
年
度
か
ら
有
料
と
な
り
、

１
㎏
あ
た
り
税
込
み
で
41
・

8
円
の
処
分
費
を
徴
収
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

緑
マ
ル
チ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ポ
リ
と
し
て
扱
い

固
形
燃
料
と
し
て
再
利
用
し

て
い
た
が
、
緑
マ
ル
チ
に
含

ま
れ
る
大
量
の
塩
素
が
固
形

燃
料
の
品
質
低
下
を
招
く
た

め
、
令
和
３
年
度
以
降
は
粗

悪
品
の
取
扱
い
と
し
て
回
収

す
る
。
費
用
負
担
と
し
て
は

ポ
リ
よ
り
高
く
な
り
、
令
和

２
年
度
の
額
と
比
較
す
る
と

用
す
る
店
を
ま
ず
優
先
的
に

登
録
し
て
も
ら
え
る
よ
う
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。
そ

れ
と
あ
わ
せ
て
、
飲
食
店
組

合
な
ど
に
も
声
か
け
を
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
消
防
団

応
援
の
店
の
登
録
を
図
っ
て

い
く
。

　

今
回
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
飲

食
店
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
地
域
全
体
で
消
防
団
員

を
応
援
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
な
が
ら
、
消
防
団
員
の
魅

力
向
上
、
あ
る
い
は
消
防
団

員
の
士
気
を
高
め
て
い
く
と

１
㎏
あ
た
り
16
・
7
円
上
が

る
こ
と
と
な
る
。

回
収
の
回
数
を
増

や
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
併
せ
て
農
家
負
担
の

額
を
市
で
負
担
は
で
き
な
い

も
の
か
。
回
数
や
費
用
負
担

を
行
え
ば
、
不
法
投
棄
や
野

焼
き
は
な
く
な
り
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

や
鉾
田
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
。
検
討
で
き
な

い
も
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
回

数
に
つ
い
て
は
、
増

や
す
方
向
で
内
部
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。
費
用
負
担
に

い
う
こ
と
を
大
き
な
目
的
に

し
て
い
る
。鹿

行
地
区
で
ま
だ

ど
こ
で
も
や
っ
て

い
な
い
の
か
な
と
思
う
。
ぜ

ひ
と
も
、
鉾
田
市
か
ら
飲
食

業
の
活
動
回
復
の
た
め
に
も
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
よ
り
一

層
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、
今

後
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
い

う
ふ
う
に
思
う
。

　

こ
の
消
防
団
応
援
の
店
が

い
い
事
業
と
な
る
こ
と
、
そ

し
て
支
援
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い

す
る
。

つ
い
て
は
、
本
事
業
が
市
財

政
の
か
な
り
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
処
理
費
用
が

す
ご
い
勢
い
で
上
が
っ
て
い

る
現
状
が
あ
る
の
で
、
皆
さ

ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

【
市
長
】
今
後
、
十
分

に
精
査
し
て
い
き
た

い
。

精
査
は
あ
り
が
た

い
が
、
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

大
鉈
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

意
見

提
言



入江　晃髙埜 栄治

1313

一
般
質
問　

入
江 

晃 

議
員　

／　

髙
埜 

栄
治 

議
員

コロナ禍における
避 難 所の感 染 症
防止対策

「ウィズ・コロナ」禍で
の学習保障及び学力
確保のための教育体
制づくりを

様
々
な
自
然
災
害
に

備
え
、
避
難
所
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
策
の
強
化
が
必
要
と
な
る

が
、
本
市
に
お
け
る
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
内
閣
府

か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
対
応
を
基
本
と

し
実
施
し
て
い
く
。
具
体
的

に
は
、
３
密
を
防
ぐ
べ
く
、

４
つ
の
中
学
校
を
指
定
避
難

所
に
追
加
し
た
。
新
し
い
生

活
様
式
に
則
り
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
の
携
行
や
医
療
救
護

班
と
し
て
保
健
師
を
巡
回
さ

学
校
再
開
に
あ
た
り
、

児
童
生
徒
の
学
習
環

境
の
再
構
築
並
び
に
学
習
の

保
障
・
学
力
の
確
保
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
学
力
チ
ェ
ッ
ク
や
土
曜
日

の
補
講
、
授
業
日
数
の
確
保
、

学
習
活
動
の
重
点
化
等
に
資

す
る
年
間
指
導
計
画
参
考
資

料
の
活
用
等
が
あ
る
が
、
市

教
育
委
員
会
の
統
一
し
た
方

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】
休
業
中

の
課
題
へ
の
取
り
組

み
は
小
中
学
生
と
も
に
90
％

を
超
え
て
お
り
有
効
で
あ
っ

答

答

答

答

答

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問

せ
定
期
的
な
検
温
を
行
い
な

が
ら
健
康
観
察
を
す
る
こ
と

で
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

た
い
。

　

そ
の
ほ
か
防
災
資
機
材
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
地
域
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
整
備
を
し
て
い

く
。

国
は
避
難
所
と
し

て
民
間
ホ
テ
ル
、

旅
館
の
活
用
や
親
戚
等
の
家

へ
の
避
難
も
検
討
す
る
よ
う

示
し
て
い
る
。
指
定
避
難
所

を
増
や
し
た
か
ら
大
丈
夫
と

考
え
て
い
る
の
か
。
ホ
テ
ル

た
。
単
元
別
・
学
期
末
テ
ス

ト
等
の
結
果
を
基
に
学
力
の

確
認
を
す
る
。
授
業
時
数
の

確
保
は
、
時
間
割
の
工
夫
、

長
期
休
業
の
短
縮
、
土
曜
日

の
活
用
な
ど
で
対
応
す
る
。

保
護
者
か
ら
は
家

庭
学
習
指
導
に
よ

る
授
業
補
完
を
担
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

事
前
で
発
言
し
た
よ
う
に
市

単
独
の
教
員
の
加
配
や
学
習

支
援
員
の
配
置
に
よ
る
土
曜

日
等
で
の
学
習
機
会
を
設
け

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
総
合

教
育
会
議
、
教
育
委
員
会
及

等
を
避
難
所
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

【
総
務
部
長
】
す
で

に
地
元
の
ホ
テ
ル
等

に
打
診
を
始
め
て
い
る
。
ま

た
親
戚
等
の
家
に
避
難
を
検

討
し
て
お
く
こ
と
に
つ
い
て

広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
。

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め

に
も
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。

体
育
館
は
冷
暖
房

設
備
が
整
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
避
難
所

利
用
を
不
安
視
し
て
い
る
。

び
保
護
者
懇
談
会
等
で
は
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
随
時
、
臨

時
校
長
会
を
開
催
し
、

各
学
校
の
実
態
は
把
握
し
て

い
る
。
教
育
委
員
の
先
生
方

に
も
新
た
な
施
策
提
案
等
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
り
、
保

護
者
懇
談
会
も
開
催
し
意
見

を
求
め
て
い
る
。

第
２
波
・
第
３
波

の
対
応
も
茨
城
県

の
方
針
を
勘
案
し
て
行
動
す

る
と
す
る
が
、
本
市
行
動
計

画
に
も
学
校
再
開
に
関
す
る

根
拠
付
は
な
い
こ
と
か
ら
、

避
難
所
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
暑
い
中
体
育
館
で
部
活

動
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
教
育
委
員
会
と
協
力

し
て
対
応
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】
避
難
所

と
し
て
の
視
点
か
ら

述
べ
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
で
エ

ア
コ
ン
は
乾
燥
や
対
流
で
ク

ラ
ス
タ
ー
を
発
生
し
感
染
拡

大
に
起
因
す
る
と
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
点

で
補
助
事
業
に
該
当
す
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。

提
供
し
て
あ
る
リ
ス
ク
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
を
き
ち
ん
と
作

り
、
対
策
案
を
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
策

定
を
行
う
な
ど
準
備
を
怠
ら

ず
今
後
の
対
策
に
活
用
す
る

の
が
望
ま
し
い
。

　

北
九
州
市
の
児
童
感
染
時

の
市
教
育
委
員
会
対
応
と
同

様
に
国
も
今
後
一
斉
休
校
は

し
な
い
と
い
う
方
向
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
鉾
田
市
独
自
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

提
言



1414

委員会活動

６月16日に委員会を開催し、定例会で付託された陳情審査及び所管事務調査を行いました。
[ 陳情審査 ]

陳情０２- ４号　国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の採択、提
出を求める陳情書
　　審議結果：継続審査（慎重な審議を要するため。）

[ 所管事務調査 ] 
　飯名地区市有地に関わる利活用について

飯名地区市有地利活用基本構想・基本計画策定業務について、公募型プロポーザル方式により
業者が決定され、基本構想を令和２年７月下旬から８月上旬までに、基本計画については、９
月に基本計画策定検討委員会を設置し、令和３年３月までに策定されることとなるとの説明に
対し、委員からは検討委員会委員の構成について、契約業者はどのように決定したのか、今後
の建設工事までの予定はなどの質疑応答がなされました。
　　　　　　　基本構想…･基本理念、施設や機能の概要などをまとめたもの。
　　　　　　　基本計画…･施設や機能のイメージ、事業フロー、施設規模や事業費をまとめたもの。

　新型コロナウイルスに関連する市税の軽減措置について
新型コロナウイルス感染症拡大防止措置の影響により、収入が急減し厳しい状況に直面してい
る納税者や中小事業者等の負担を軽減する各種の特例又は措置の説明に対し、委員からは市民
に分かりやすい内容で周知を徹底するよう要望しました。

６月16日に委員会を開催し、所管事務調査を行いました。
[ 所管事務調査 ] 　
　コロナ禍における経済対策について

新型コロナウイルス感染症拡大防止措置の影響により、収入
が急減している中小事業者へ向けて、市が行う補助金交付事
業や支援制度の説明に対し、委員からは各種事業等の申請手
続き方法、相談・受付状況などの詳細について、質疑応答が
なされました。また事業者へ分りやすい内容で周知を徹底す
るよう要望しました。　　　　

６月16日に委員会を開催し、定例会で付託された陳情審査及び所管事務調査を行いました。
[ 陳情審査 ]

陳情０２－１号　ミニドックに尿酸検査を追加希望の陳情書
　　審議結果：採択

[ 所管事務調査 ] 　
　学校再開に伴う児童・生徒の学習機会の確保について

学校再開ガイドラインに係るコロナウイルス感染症対策、授業日数の確保、補正予算において
購入する感染症予防に係る備品の説明に対し、委員からは学校の一斉休校期間中の子ども達の
学力確認と支援方法について、今後懸念される感染の第２波・第３波を踏まえた対応策につい
て、体育館内における熱中症対策について、今後の学校行事について、児童・生徒のソーシャ
ルディスタンスの確保などについて質疑応答がなされました。

総務企画常任委員会

経済建設常任委員会

厚生文教常任委員会

委
員
会
活
動
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お
知
ら
せ　

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て　

／　

傍
聴
・
映
像
配
信
に
つ
い
て

お 知 ら せ
請願・陳情を受理しています

議会をご覧になってみませんか？

　行政に対する市民の意見・要望等について、年齢や
国籍などに関わらず、どなたでも、市議会に対し請願・
陳情を行うことができます。
●提出方法

決められた様式はありません。見本を参照し、鉾田
市議会議長宛てに提出してください。

●受　　付
議会事務局で随時受け付けていますが、原則として
定例会開会予定日の８日前までに提出されたものを、
その定例会で取り扱います。
それ以降に提出されたものは、次の定例会に付議さ
れます。

●要　　件
「請願」は１名以上の紹介議員の署名または記名押印
が必要です。

　本議会は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただければ誰で
も傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による。）
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しください。
　また、映像配信も行っております。ネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することが
できますので、ぜひご活用ください。

「新しい生活様式」の実践及び感染拡大防止の観点から以下の点にご留意願います。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。
（「咳エチケット」とは、咳・くしゃみの際に、マスク・ティッシュ・ハンカチ・袖などで口や鼻をおさ
えることをいいます。）

○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合は、傍聴参加を自粛願います。
○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくことから、座席数を制限させていただきます。

Ａ . 議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情と呼んでいます。
     陳情は各自治体で対応が異なり、鉾田市議会の場合、持参したもの
　  は議会運営委員会に諮り、その取り扱いを協議します。

Ｑ . 請願と陳情の違いって何？

見　本
（表　　　　紙）

令和　年　月　日
鉾田市議会議長　　       様
　　　　　　　紹介議員　氏名　　　　　　　印
　　　　　　　※陳情の場合不要

　　○○○に関する請願（陳情）書

　　　　　　　請願者　住所
　　　　　　　（陳情）    氏名　　　　　　  　 印

※請願者が連名の場合は、代表者●●　外○名と
　し、別紙に請願者全員が押印した署名を添える。

（本　　　　文）

○○○に関する請願（陳情）書
 
請願（陳情）趣旨

 
請願（陳情）理由

本会議　３月、６月、９月、12月の４回
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉　　　　
議場内のルール厳守にご協力を

コロナ禍における傍聴についてお願い

傍聴について 映像配信について

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

《視聴方法》 いつでもどこでも開かれた議会へ！

①鉾田市議会を検索

②ホームページ内「議会中継」
　をクリック

③「ライブ中継」「最新の録画を
見る」から選択してご覧ください

　  ※ライブ中継は当日本会議中のみ

検 索鉾田市議会
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令和2年第3回定例会（9月）定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

8/30 31 9/1 2 3
本会議

（開会）

4 5

6 7
一般質問

8
一般質問

9
一般質問

10
本会議

11
本会議

12

13 14
決算特別委員会

常任委員会

15
決算特別委員会

常任委員会

16
決算特別委員会

常任委員会

17 18

決算特別委員会

19

20 21 22 23 24 25
本会議

（閉会）

26

27 28 29 30 10/1 2 3

※日程は変更になる場合があります。

令和２年第２回定例会延べ傍聴者数	 25名
議会映像配信視聴数	 365アクセス
	 （令和２年６月６日～令和２年７月５日）

編 集 後 記編 集 後 記

編
集
委
員

傍 聴 者 の 声

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

9月3日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所3階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

　議会傍聴において、コロナウイルスの
対策や市政への是非、要望等多くの事が
聞けました。行政の考え方、質疑する議
員の方々、みんな鉾田市が良くなってほ
しいとの希望は一緒です。コロナウイル
スの対策は前例もなく大変な事と思いま
すが、整いつつあるようです。
　一人ひとりがお互いに相手への思いや
りの気持ちを持っていれば、自ずと結果
は出てくるのではないでしょうか。
　頑張れ鉾田  Good Luck HOKOTA

安房高野区長
横田　敏秀

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を抑
制する有効な手段の１つとされているのが

「ソーシャルディスタンス（社会的距離の確
保）」です。我々、鉾田市議会も感染症拡大
防止のため、議場内は傍聴席も含め３密にな
らないよう対策を講じてまいりました。
　鉾田市議会は、この「ほこた市議会だより」
と併せて、本会議の様子をインターネットで
配信しております。開かれた議会を目指し、
広報編集委員一同も市民の皆様が気になるこ
と、知りたいことをしっかりと伝えていける
よう努めていきたいと思っております。
　ウイルスという見えない敵との闘いは困難
ではありますが、お互いを支え合い、この難
局を乗り越えましょう。
　市民皆さまのご健勝をお祈りするととも
に、今後とも、ご愛読のほど、よろしくお願
いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（羽成 洋一  記）

委 員 長　水上　美智子
副委員長　鬼澤　治男
委　　員　根嵜　　眞　　髙埜　栄治
　　　　　羽成　洋一　　土子　勝也

　公職にあるものは、公職
選挙法により選挙区内の住
民にお金や物を贈ったりす
ることが禁止されています。
　市民の皆様にはご理解を
お願いします。

新盆等のご挨拶を
　自粛しております


